
要旨　倉橋惣三の保育理念と誘導保育論は，のちの保育界に多大なる影響を与えた．とくに，「何かしらま
とまりをあたえるもの」として挙げたごっこ遊びは，それを学んだ多くの保育者にとり，日々の保育の大き
な指針となり，今日に至っている．
　倉橋は，ごっこ遊びにおける想像性の重要性を説き，子どもが何気なくやっている自由遊びの中の各要
素，主題と計画と期待効果を自然のまま以上にはっきりさせ，一定の継続時間があれば誘導保育案の特質を
具えるとしたが，一方，子どもの心理を知り，その気持ちに寄り添うことの大切さも説いた．多くの保育者
や教育者たちの共感を得，その目指すところや保育が今に引き継がれている所以であろう．
　一方，発達心理学の分野において，ごっこ遊び等の遊びの実証的研究に先鞭をつけたのはピアジェである
が，模倣に関しては，反射による初期の模倣から，２歳までに後発模倣（延滞模倣）が現れ，これが心象，
象徴作用を作り，その後，認識的表象の段階に移行するとした．近年は，ふり遊びや見立て遊びから，イ
メージやファンタジー，ごっこ遊びへと広がる発達的変化，ごっこ遊びの教材研究，保育者の役割に関する
研究など，多くの研究がなされるようになってきている．
　ごっこ遊びがもたらす子どもの内面の充実，イメージや思考の発達への寄与など，ごっこ遊びの意味や意
義について，教育学や保育学，心理学等のさまざまな分野からの多くの知見を統合し，幼児教育に活かして
いくことが必要と思われる．

キーワード：倉橋惣三　誘導保育　ごっこ遊び　幼児教育

１．はじめに
倉橋惣三は，その保育の理念と具体的保育方法に

おいて，のちの保育界に多大なる影響を与えた．と
くに，実践の中から理論化された誘導保育論は，そ
れを学んだ多くの保育者にとり，日々の保育の大き
な指針となり，今日に至っている．

倉橋の保育理論の集大成とも言える幼稚園真諦１）

では，保育案の意義と必要性について言及してい
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る．誘導保育案では，実際には，水族館や汽車遊
び，八百屋遊びなどをあげているが，これらは「何
かしら子どもの生活にまとまりをあたえるようなも
の」であればよいとしている．いわゆるごっこ遊び
である．

また倉橋は，同書の中で，「人間には自由を求め
る自然の要求があると同時に、自分の生活に向かっ
て、あるまとまりを求める自然もあるものです２）。」
とも言う．この子どもに「まとまりを与える」とい
う指摘は，子どもの心的発達にとって非常に重要な*  いしかわ　ひろこ　文教大学教育学部心理教育課程
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指摘であると思われる．
子どもは１歳半頃になると，何かの「ふり」や何

かになった「つもり」の行為を始める．目の前にな
いものを表象し，その中で自分で短いストーリーを
作り遊ぶのである．一体，子どもの内部で何が起き
ているのか未知ではあるが，これらの「ふり行為」
がやがてテーマのある「〇〇ごっこ」となり，それ
が複数の子ども達に共有され，ダイナミックなごっ
こ遊びへと発展していく．自分達が何になっている
のか，何をテーマとして，どんな展開で遊ぼうかと
いう意識や予想を積み重ね，これらが子どものイ
メージ遊びや思考の発達とつながっていく．こう
いった内面の発達の重要性を考えるとき，倉橋の言
う「まとまりをあたえる」保育をすることの意義と
重要性を実践の中から見出した知見と卓見は，素晴
らしいものだと思う．

倉橋の指摘以降，「ごっこ遊び」が非常に意味あ
るものとして保育や保育案のなかに取り入れられ，
実践に移されるようになった．幼児教育の重要性が
ますます意識されるようになってきている今日ま
で，遊びの中心となっていることを我々は再認識す
べきと思う．

本論では，誘導保育論で提案された，このごっこ
遊びの意義に焦点を当てて考察したい．

２．倉橋惣三の誘導保育
倉橋惣三は，1882年（明治15年）静岡に生まれ

た３）．幼少期を岡山県で過ごした後上京し，東京
帝国大学文科大学哲学科に入学し心理学を専攻し，
1906年（明治39年）に卒業した．1910年（明治43
年）に，東京女子高等師範学校講師となり，附属幼
稚園にも出入りする中で，保育に魅せられていく．
1917年（大正６年），東京女子高等師範学校の教授
となると同時に，附属幼稚園の主事となり，実践か
ら得られたさまざまな知見を発表していく．

同校の附属幼稚園内にあった保育の研究会「フ
レーベル会」の機関誌「婦人と子ども」の編集に関
わっていたが，1918年（大正７年）の「幼児の教
育４）」では，「本眞劍」と題した論文を載せている．
ここで倉橋は，子どもに向かって一番大切にしてい
ることは本眞劍になれる子どもになってもらいたい

ということであると言っている．本眞劍とは，「全
心全力を擧げて一定時内唯一つのことに集注して居
る」ことであり，これは最も積極的な精神生活であ
り，子どもの自然の特性の一つであるという．これ
は，遊びを重視し，遊び込むことを重視する言葉で
あり，今で言えば，集中することから育つ内面や思
考の発達を教えたものであろう．

倉橋は，1919年（大正８年）から1921年（大正11
年）まで，文部省から在外研究員として欧米留学を
命じられ，デューイを学び，コロンビア大学のキル
パトリック，ヒル等５）の園を見学し交流した．こ
こで多くの示唆が得られたと思われる．

帰国後附属幼稚園主事に戻り，「幼児の教育」に，
多くの論文を書いている．

1924年には，「自發活動と目的活動―保育原理の
問題―６）」と題して論文を書いている．ここでは，
自発活動と目的活動を対概念として扱っているが，
まず自発活動について，これを心理学上で言えば衝
動であり，あらゆる衝動は外部的刺激なしに起こる
ものではないとした．そして，自発活動の具体的例
として，まとまったものとしてあげられるのが遊戯
であるとし，これを重視している．さらに，この遊
戯を心理学上の問題として，あるいは説明概念を見
出したいとして，スペンサーやグロース，スタン
レーホール等の説を紹介している．

一方，自発活動と対立する概念として目的活動を
取り上げ，プロジェクト・メソッドをその代表的な
もの７）として紹介している．そしてこの目的活動
は子どもの自発的な興味と関連しなければならな
い，目的活動が大きな一つの自発活動の中に入った
ときだけ教育上の意義が出てくる，いわゆる自発的
目的活動というものになる８）としているのである．
これらの考え方が，その後の誘導保育案へとつな
がっていくようである．

1931年には，「幼児の心理と教育９）」の論文の「幼
児の想像性」の中で，遊びやごっこ遊びの想像性に
ついて次のようにその特質と重要性を述べている．

「幼児期生活の本質があそびに於いてあらはる
ることを詳述したが、更に其の生活の一主調を
なしてゐるものは想像である。・・（略）・・普
通には模倣として見られるところの何々ごっこ
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あそびは、皆、豊富なる想像によって補充され
てゐる。」

そして，1934年（昭和９年）には，先に述べた
ように「幼稚園保育法真諦10）」（1953年「幼稚園真
諦11）」と改題し刊行）を発表した．
「幼稚園真諦」の幼稚園保育法編において，「生活

を生活で生活へ」という生活重視の思想と，「子供
が真にそのさながらで生きて動いているところの生
活をそのままにしておいて、それへ幼稚園を順応さ
せていく12）」という出かけ保育の論を展開している．　　

また倉橋は，幼稚園の保育について，幼児のさな
がらの生活―自由・設備―自己充実―充実指導―誘
導―教導の順にすすむとしているが，この幼児生活
の充実指導を「相手の内部に即しての内部指導であ
る」「子供のしている自己充実を内から指導する」
と，内面への援助であることを強調している．ま
た，幼児生活の誘導のために，「幼児の生活は刹那
的であり断片的である」「その断片性に中心を与え、
あるいは系統をつけさせてやることが出来たら、興
味が一段と広く大きくなってくるだろう13）」と書い
ている．

そして，保育案の実際編の誘導保育案の中で，
「何かしら子供の生活にまとまりを与えるようなも
のとして用意していく14）」という誘導保育案を展開
していくのである．

この「まとまり」をいくつ選ぶのかということに
ついては，子どもの年齢と，案そのものの性質をあ
げている．つまり，子どもの年齢が進むと，生活を
連続させていく力が大きくなり，一保育期，あるい
は一か年を１つの誘導案で通すことができるかもし
れないとまで言っている．ここでは，心理学的な注
意継続時間と興味継続時間という概念にまで論及し
ている．

誘導案の性質については，案が発展性を多く含む
ものであれば，案そのものの力で誘導していけばよ
いとしている．この発展性については，外に向かっ
て発展していくいき方と，内に向かって発展してい
くいき方があると言う．そして，内部発展の豊富で
あるものは，１つの主題で相当長く続き，外部発展
が主になっているものは，小主題が変わっていかな
ければならないとしているのである．

誘導保育案の主題としては汽車でも八百屋でも何
でも考えられるとしているが，次の２つ15）を重視
している．

１．その年齢の子供がもっている興味の一般心理
２．子供の環境が，その子供に促してくる興味，

すなわち季節や年中行事や偶発事件など興味
の社会条件

この誘導保育案については，1936年（昭和11年）
の「幼児の教育16）」に，夏の講習の速記として「保
育案」が載せられており，その中で，保育案の変遷
と保育案の立て方を説明している．

倉橋は，保育案の變遷17）で，保育案問題のない
時代から保育案が起こってきた最初のものを「中心
統合保育案」と紹介している．これについては，幼
稚園の先生が漫然とその時の興味に即してやってい
たものを立案的なものを考えだしたことに功績があ
るとしたが，子どもの自由な生活を認めなくなって
しまったとした．

そしてこの反動として起こったものとして，「自
由遊戯保育案18）」をあげた．この保育案は，子ども
の自由遊びのままでやっていくのがいいという案で
あり，180度の変わり方をしたとしている．

次に，この自由遊戯保育案の自然主義的なやり方
に物足りなくなり，実生活において何か役立つもの
でなければならないとして，何かを生産させる遊び
を行ってはどうかということででてきたものを生産
保育案19）とした．これは例えば，芋を煮て食物を
拵えるといったように，世の中の産業にすぐに結び
つくような遊びを重んじていこうというものである
とした．

その後，幼稚園のカリキュラムが考えられるよう
になり，保育項目の意味やねらいといった教科課程
論が出たが，これが學科的教科的になりすぎたこと
に対して，次に，コロムビア大学で試みられたコン
ダクトカリキュラム20）を挙げている．これは，文
字とか言語とか音楽といった知識技術の他に，手を
洗うなどの日常の仕事動作に重きを置いたカリキュ
ラムであるとしている．

そしてこのような変遷をたどった保育案の中で倉
橋は，自由遊戯主義保育案の意義を認め，自由遊戯
を保育案の重要な，基礎的部分に取り入れたのであ
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る．この子どもの自由な自由遊戯と保育案の関係に
ついては，子どもが自由遊びといっても甚だしく思
い掛けないことをするわけではなく，季節等の関係
から子どもの遊びはある範囲内のものであり，先生
が子どもの自由遊びにおよその見当をつけておくと
いう意味で保育案の性質を帯びてくるとするのであ
る．そして子どもの遊びの内容を豊かにすることを
すすめ，これは自由を妨げるものではなく，幼稚園
の保育として立派な用意であるとするのである．

一方，自由遊びから出てきたものであっても「歌
を歌う」といった保育項目となると，教育を教育と
してある期待効果（アテインメント，ねらい）を期
待しており，この期待効果に基づいてやっていくの
が立案的保育となってくるとしている．これらは，
子どもが自然に自由にやる遊戯をそばでみていて，
その中からいろいろな効果そのものを引き出そうと
するが，一方，自由遊戯においては，その生活の後
に生まれてくるのを待っているのであり，効果を期
待しているのではないと言っている．

そしてこれらについて，保育項目を期待効果で考
えることも大切であるが，もっと大きな全体的効果
を期待するとき，誘導保育案が出てくるとしたので
ある．

倉橋は，自由遊びの中にある自己充実と充実指
導，そして誘導保育として順序を示しているが，保
育項目のもって行き方として，子どもの遊びからそ
れを提示している．まず，子どもの遊びを見ると，
例えばままごとの中にも主題，テーマがあるが，す
ぐにやめてしまったりもするので，家庭遊びを主題
にして，そこに計画を少し細かくつけていくと，誘
導保育案ができてくるとしている．つまり，子ども
が何気なくやっている自由遊びの中の各要素，主題
と計画と期待効果を自然のまま以上にはっきりさ
せ，一定の継続時間があれば誘導保育案の特質を具
えてくるとした21）のである．

一方，倉橋は，この誘導保育案について論じた同
じ頃，1936年（昭和11年）に，「育ての心22）」を発
表している．「こころもち23）」と題した節で倉橋は，
子どもの気持ちを汲み，これに添って保育をしてい
くことの大切さを次のように述べている．

「子どもは心もちに生きている。その心もちを

汲んでくれる人、その心もちに触れてくれる人
だけが、子どもにとって、有り難い人、うれし
い人である。子どもの心もちは、極めてかすか
に、極めて短い。・・・心もちは心もちである。
その原因、理由とは別のことである。・・・多
くの人が、原因や理由をたずねて、子どもの今
の心もちを共感してくれない。・・・殊に先生
という人がそうだ。その子の今の心もちにの
み、今のその子がある。」

また，「子どもの心もち24）」と題した節では次の
ようにも述べている．

「心理学は児童の心理を分析して教えてくれる。
それが、教育の正しき方法を知る為に、極めて
必要な知識であることは言を俟たない。すなわ
ち、児童に対する精しい理解である。しかし、
それだけで、児童のすべてが知れたのではな
い。それを理解するほかに、味わい触れてやる
という、大切な要件が残されている。」

以上のように，倉橋は，誘導保育案とその内容を
具体的に提案する一方で，子どもの心理を知り，その
気持ちに寄り添うことの大切さも説いている．多く
の保育者や教育者たちの賛同を得，共感を得，その目
指すところが今に引き継がれている所以であろう．

３．プロジェクト・メソッドの影響
倉橋の誘導保育案に関して，再評価がなされるよ

うになっており，また多くの研究が行われている．
水野等25）は，倉橋惣三の誘導保育論へのキルパ

トリック，ヒルのプロジェクト・メソッドの影響を
指摘している．そこでは，倉橋は，プロジェクト・
メソッドについて生活を教育に取り入れた点や目的
を取り入れた点を評価しているが，一方で，保育者
が目的を意識しすぎるあまり，子どもの生活動力を
弱めてしまう点を指摘していたとしている．そして
このような優れた点と問題点の両方を誘導保育論に
生かしたとしている．

橋川26）は，コロンビア大学ティーチャーズ・カ
レッジに招聘されたヒルが，「実験遊戯室」の指導に
あたりながら，その成果を1923年に「幼稚園と第１
学年のコンダクト・カリキュラム」として出版し，
それがわが国でも1933年，大阪市保育会研究調査部
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から翻訳されたことを記しその影響を考察している．
このカリキュラムは，子どもの生活に連続性と統一
を持たせた点に特徴があるとした．1919年から文部
省在外研究員として欧米に派遣された倉橋惣三もコ
ロンビア大学附属幼稚園の実際を観察し，子どもの
相互生活の重要性を再認識して帰朝したとしている．

また橋川はこの論文27）の中で，全米教育協会幼
稚園部門会におけるブライアンの主張を紹介してい
る．ブライアンは，自園で弟子のヒルが指導してい
た実験を根拠に，自由遊びを幼稚園の生活の土台に
据えると同時に，子どもが明確な目的や課題が浮か
ばない時，教師は子どもが明確にイメージでき，興
味を持って取り組めるような目的や課題を提示する
よう言っているという．また，子どもが明確な目的
を目指して遊び始め行動への手がかりを模索する中
で，関係性を発見し，これが思考力へと結びつくと
したという．子どもの内面にはこうした論理的で秩
序をもった過程が自然な連続性として進行してお
り，ブライアンはこれら活動的で創造的な連続性を
意識化させることの重要性を言っているとしている．

以上，倉橋の誘導保育を中心にその歴史を概観し
てきたが，保育カリキュラムや保育案への研究が子
どもの言動の観察などを中心になされるものの，そ
れがもたらす子どもの内面の変化について言及され
たものは多くないようである．さまざまに考えられ
た保育の中で，子どもにどのような変化や発達が起
きるのか，我々はもっと内面に焦点を当てて考えて
いかなければならないと考える．

　
４．ごっこ遊びと発達

保育者にとり，倉橋惣三の誘導保育案が出されて
以降，ごっこ遊びは，自由遊びの中核をなす遊びと
なっている．ごっこ遊びは，イメージ遊びの頂点で
あるとも言われ，幼児期の発達を促す重要な遊びの
一つである．近年，幼保小連携が重要な課題となっ
ているが，幼児の思考や学びを促すものとしても重
要であると思う．

ごっこ遊びの前段階として，「ふり遊び」がある．
「〇〇のふり」ができるということは，現実とは別
の空想の世界，虚構の世界，イメージの世界を持て
たことの表れと言える．生後わずか１年半ほどで，

自分だけの心の世界を持てる人間の不思議さを感じ
ずにはいられない．この人間に特有のイメージの世
界を大事にし，伸ばしていくことの重要性はもっと
強調されるべきである．

ごっこ遊び等，遊びの実証的研究に先鞭をつけた
のは，ピアジェである．ピアジェ以降，発達心理学
等の分野の研究が大いに進んだ．

ごっこ遊びが始まる前に，子どもは重要な内的変
化を見せる．ピアジェは，子どもの発達について数
多くの知見を出しているが，知能発達について，次
のような４つの発達段階28）に分けた．

１．感覚運動的段階の知能（０－２歳）
２．前操作段階の知能（２－７歳）
３．具体的操作段階の知能（７－11歳）
４．形式的操作段階の知能（11・12歳－14・15歳）
第１段階である感覚運動的段階をさらに６つに分

けているが，模倣に関して，はじめは反射による初期
の模倣からだんだん進化し，第６段階になると後発
模倣（延滞模倣）が現れ，これが心象，象徴作用を作
り，その後，認識的表象の段階に移行するとしている．

高橋29）は，ピアジェの象徴遊びに関する知見を
紹介しながら，ふり遊びの発達を概観しているが，
子どもではまず，現実生活における体験が知覚・判
断・認知能力を通してイメージの世界に入力され，
保管された記憶内容が遊びの文脈において出現する
とした．そして，最も初歩のふりの行為は，日常生
活における自己模倣か他者模倣の形をとり，「〇〇
するふり」をするとする．この行為そのものは現実
のコピーであり，知覚像がそのまま表出されたもの
であるが，イメージは発達するにつれて断片的では
なく相互間に繋がりが生じ，系列化され脈絡が見ら
れるようになるとする．そして次の発達段階として
空想やファンタジーが発生するとした．この世界は
現実そのままのコピーではなく，イマジネーション
の優れた働きにより願望と期待がこめられた世界で
あるとした．この個人的なふり遊びがやがて集団的
なごっこ遊びへと発展し，個人的なファンタジーが
共同のファンタジーとして広がっていく30〕とした．

また高橋は，ピアジェが言及しなかったごっこ遊
びはその後の研究者に委ねられたとして，ごっこ遊
びをイメージと場面の共有，自己認識と役割分担と
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コミュニケーションの面から検討している31）．仲間
とのごっこ遊びでは，自己のイメージに加えて仲間
のイメージも活用できるため，共同的な想像世界が
多彩になること，ふり遊びにおいて他者の役割を演
ずることが，他者の行為を通して他我が自己の中に
採り入れられ，他者と自我の統合をはかることに
よって子どもの自我領域がより拡大される機会とな
るとしている．また，ごっこ遊びの中のコミュニ
ケーションを通して，発信者と受信者が交互に入れ
替わりながらイメージが時々刻々と変化しふくら
み，イメージがより多彩になる．４～５歳児に達す
ると，子どもは相手からのメッセージに応じて自己
のイメージを呼び出し，あるいはそれを調整するこ
とが上手になる．また適切なメッセージにより相手
のイメージに影響を与えるスキルも獲得するとして
いる．

また，ふり遊びを行わなかったり，その発言年齢
が遅れることについて，欠如と差異の問題に言及
し，人間が柔軟性をもって状況や課題場面に対処す
ることに深くかかわるイマジネーションは，発達す
ることが望ましい人間の特質であるとして，その
発達の遅れは改善への配慮がなされる必要がある32）

としている．
ごっこ遊びの研究は，とくに近年，多くなされる

ようになってきている．研・佐藤33）は，ごっこ遊
びの見立て行動に関わる教材や保育者の働きかけの
効果を検討し，見立て行動促進のための新たな教材
は，その特性に引きずられたり場面の転換が起きる
ことが見られたが，特性への理解が進むと，自由
で多様な見立て行動が見られることを指摘した．ま
た，見立てを真似る幼児の存在が共有化を促進する
ことや保育者の働きかけが見立て行動を促進した
り，幼児の思考を深める役割を果たすことなどを報
告している．

青野・吉岡34）は，精神発達遅滞と診断された４
歳児のプレイセラピーを通して，ごっこ遊びの変遷
とセラピストの役割をまとめている．ごっこ遊びの
特徴からその時期を，ふり・見立ての確立期，ごっ
こ遊びの始まり，日常生活の経験のごっこ遊びへの
反映，幼稚園での経験のごっこ遊びへの反映，ごっ
こ遊びの決まり事の複雑化，遊びのイメージの拡充

と他者のかかわり，想像力を働かせながらのごっこ
遊びの展開に分けている．そしてごっこ遊びにおけ
るセラピストが，イメージ世界を豊かに生きていく
ための仲介役としての役割を担っているとした．

荒井・荒木35）は，ごっこ遊びから役割遊びへの
移行のメカニズムについて，自分を人・物に見立て
るごっこ遊びの段階から，自分で状況設定をして遊
びを展開する段階を経て，役割遊びへ移行するとい
う発達過程を示唆している．また，セラピストが遊
びのモデルを教育的に用意することで，遊びのレ
パートリーを量的に拡大し，それを子ども自身が発
展し質的に変化させていくための土台をつくること
が重要であったということを報告している．また，
子どもの経験や社会的役割をふくむ遊びに着目して
プレイセラピーを実施することが，子ども同士の社
会的相互交渉を豊かにするうえでも重要な視点にな
ると指摘している．

　
５．まとめ

倉橋惣三の誘導保育におけるごっこ遊びの重要性
の指摘と発展を，また，心理学的見地から，ふり遊
び，ごっこ遊びの発達と意味を概観した．ごっこ遊
びがもたらす子どもの内面の充実，イメージや思考
の発達への寄与など，ごっこ遊びの意味や意義につ
いて，教育学や保育学，心理学等のさまざまな分野
からの多くの知見の統合が必要と思われた．

近年，社会情動的スキルが重視されるようになっ
た．OECD36）は，加盟９か国で行われた縦断的研
究分析により，「whole child（全人教育）」を対象
にバランスのとれた認知的スキルと社会情動的スキ
ルを発達させる必要性を指摘した．また，教育者が
子どもたちとの絆を深めて実際的な学習経験を活用
することで社会情動的スキルを発達させ得ること，
とくに幼児期からの社会情動的スキルへの早期の介
入が効率的にスキルを伸ばすこと37）などが報告さ
れている．

我々は，小さな子ども達への教育の手段として，
ごっこ遊びの保育の世界と発達研究，そして脳科学
等の知見をもっている．今後ますます，他の分野の
知見も統合しながら，幼児教育に活かしていかなけ
ればならないと思う．
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